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意
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北
朝
鮮
に
よ
る
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
予
告
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
一
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

北
朝
鮮
が
、
本
年
四
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
の
間
に
、
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
試
験
通
信
衛
星
光
明
星
二
号
を
打

ち
上
げ
る
と
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に
事
前
通
報
し
、
秋
田
県
沖
の
日
本
海
と
千
葉
県
東
方
の
太
平
洋
の
二
つ
の
海
域

を
、
部
品
等
の
落
下
が
予
想
さ
れ
る
危
険
区
域
と
し
て
指
定
し
た
。
右
の
北
朝
鮮
の
行
動
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
政

府
は
、
「
防
衛
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
条
）
第
八
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

�

弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
そ
の
他
そ
の
落
下
に
よ
り
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
と
認

め
ら
れ
る
物
体
で
あ
っ
て
航
空
機
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の

落
下
に
よ
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
我
が
国
に
向
け
て
現
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
我
が

国
領
域
又
は
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
成
八
年
条
約
第
六
号
）
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
上
空
に
お
い
て
破
壊
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

�
の
場
合
の
ほ
か
、
事
態
が
急
変
し
�
の
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
く
我
が
国
に
向
け
て
弾
道
ミ
サ

一



イ
ル
等
が
飛
来
す
る
緊
急
の
場
合
に
お
け
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

防
衛
大
臣
が
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
緊
急
対
処
要
領
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対

し
、
我
が
国
に
向
け
て
現
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
我
が
国
領
域
又
は
公
海
の
上
空
に
お
い
て
破
壊
す
る
措
置
を

と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
、
ミ
サ
イ
ル
に
限
ら
ず
、
人
工
衛
星
や
そ
の
打
ち
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
で

あ
っ
て
も
、
日
本
の
領
土
・
領
海
に
落
下
す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
二
に
基
づ
き
ミ
サ
イ
ル
防
衛

（
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
迎
撃
す
る
方
針
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
右
に
つ
き
、
本
年
三
月
二
十
三
日
、
あ
る
政
府
筋
・

政
府
高
官
が
、
「
『
鉄
砲
の
弾
で
鉄
砲
の
弾
を
撃
つ
よ
う
な
も
ん
だ
。
当
た
る
と
思
う
か
』
と
、
石
破
（
農
水
相
）
と

昔
、
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
、
（
石
破
氏
は
）
『
当
た
る
と
思
う
』
と
答
え
た
」
「
『
実
験
で
今
か
ら
撃
ち
ま
す

よ
と
言
っ
て
、
ぴ
ゅ
ー
っ
と
来
る
か
ら
当
た
る
ん
で
、
い
き
な
り
撃
た
れ
た
ら
当
た
ら
な
い
よ
』
と
言
っ
た
ら
、
石
破
氏

は
『
そ
れ
は
信
じ
よ
う
よ
』
」
と
語
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
三
月
二
十
四
日
付
産
経
新
聞
五
面
よ
り
）
が
、
政
府
は

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
打
ち
上
げ
に
対
す
る
迎
撃
に
係
る
、
右
の
あ
る
政
府
筋
・
政
府
高
官
（
以
下
、
「
政
府

筋
・
政
府
高
官
」
と
い
う
。
）
の
発
言
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

石
破
茂
農
林
水
産
大
臣
は
、
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
と
一
で
挙
げ
た
様
な
や
り
取
り
を
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る

二



か
。

三

本
年
三
月
二
十
四
日
、
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
打
ち
上
げ
に

対
す
る
迎
撃
が
出
来
る
わ
け
が
な
い
と
し
た
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
の
発
言
に
つ
い
て
、
「
難
し
い
の
は
事
実
だ
。
や
っ

た
こ
と
が
な
い
し
、
ど
う
い
う
形
で
ど
う
飛
ん
で
く
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
た
と
承
知
す
る
が
、
右
は
、
中
曽
根

大
臣
と
し
て
、
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
と
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

四

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
打
ち
上
げ
に
対
す
る
迎
撃
に
係
る
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
の
見
解
に
つ
い
て
の
麻
生
太

郎
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

五

「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
と
は
誰
か
、
麻
生
総
理
は
把
握
し
て
い
る
か
。

六

「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
は
鴻
池
祥
肇
内
閣
官
房
副
長
官
か
。

七

六
で
、
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
が
鴻
池
副
長
官
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
発
言
は
一
の
答
弁
に
あ
る
政
府
の
対
処
方
針
を

否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
閣
内
不
一
致
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

八

六
で
、
「
政
府
筋
・
政
府
高
官
」
が
鴻
池
副
長
官
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
も
そ
も
我
が
国
の
防
衛
と
い
う
、
国
民
の
生
命
財

産
に
直
接
に
関
わ
る
、
国
家
の
最
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
信
頼
性
を
否
定
す
る
か
の
様
な
発
言
を
す
る
こ
と
自
体
、
軽

三



率
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


